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「これ e-Jan(いーじゃん)！」 と言ってもらえるサービスで先駆者
パ イ オ ニ ア

としてテレワーク市場を切り開く 

e-Jan ネットワークス、公立はこだて未来大学と「ミライノオフィス」プロジェクトを開始 

「函館サテライトオフィス」を開所し、産学連携および地域創生の拠点に 

テレワーク時の課題解決など、最先端テクノロジーを活用したツール開発を推進 
 

e-Jan ネットワークス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：坂本史郎 / 以下、e-Jan ネットワークス）はこの

度、「公立大学法人公立はこだて未来大学（以下、公立はこだて未来大学）」と連携し、「ミライノオフィス」プロジェクトを開始

いたします。「ミライノオフィスはどこでもオフィス」をコンセプトとした本プロジェクトは、公立はこだて未来大学との産学連携により、最

先端のテクノロジーを活用し、より良い労働環境やワークスタイルを実現するツールの開発や研究を推進いたします。 

また、本プロジェクトの拠点として並びに当社が推進する「ワーケーション制度」の利用拠点として 2021 年 7 月に開設した「函館

サテライトオフィス」を開所し、本格始動いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産学連携により“次世代型テレワーク環境の在り方”を考える「ミライノオフィス」プロジェクト 

「ミライノオフィス」プロジェクトは、働き方改革やコロナウイルス感染症の影響により大きく変化している働き方に着目し、“次世代型

テレワーク環境の在り方”について公立はこだて未来大学と共同研究いたします。 

緊急事態宣言が解除となった現在においても、オフィスへの出社制限は引き続き推奨されており、「情報共有（データ共有）」を

主とした様々な業務がテレワークで実現されています。その一方で、通常のオフィス環境にある「場の共有」「感覚・感情の共有」が

テレワーク環境下では難しく、「オンライン会議において参加者の表情や雰囲気を掴みづらい」「発信する側が切り取った映像しか

見られない」など様々な課題があります。 

今回共同研究を行う公立はこだて未来大学の研究室は、ヒューマンインタ

フェースの研究を専門とし、顔の前面に装着し着用者の表情をリアルタイム

でアバターに反映させるフルフェイスマスクディスプレイである「デジタルカメン」

や、オンライン上での臨場感ある視聴体験や双方向のコミュニケーションを

支援する「ポケレポ Join」などを開発しています。本プロジェクトではそれらツ

ールの活用に加え、360 度カメラ・VR ゴーグル導入により、テレワークにお

ける課題の解決を目指します。 

また、ツールの開発のみでなく、テレワーク環境下において「場の共有」「感

覚・感情の共有」が実現されることにより、創造性や意思決定プロセスにど ＜デジタルカメン＞ 



 

のような影響を及ぼすのかを研究し、新たなツールの開発やテレワークだから

こそ実現できることを模索いたします。 

 

今後 3 か年にわたる本プロジェクトにおいて、大学が持つ基礎技術をもとに

大学・学生と共同で研究開発を実施し、実際に当社社員が研究成果の評

価実験を行うことで、コンセプトにもある“どこでもオフィス（どこでも働くことがで

きる環境）”の実現を目指し、新たな働き方やワークスタイルの実現を推進

して参ります。 

 

 

産学連携・ワーケーション利用拠点となる「函館サテライトオフィス」がいよいよ開所！ 

e-Jan ネットワークスは、2002 年より自社で開発・提供を行う法人向けリモートアクセスサービス「CACHATTO」を社内でも活

用し、テレワークを推進してきました。2021 年 7 月にはワーケーション実施時の交通・宿泊費を補助する「ワーケーション制度」を

導入し、新たに「函館サテライトオフィス」を開設。「ミライノオフィス」プロジェクト始動を機に本格利用を開始いたします。 

サテライトオフィス開設地である函館市西部旧市街地では、人口流出問題の解決を目指し、レトロな街並みを維持しながら空き

地や空き家を再開発するプロジェクトが動き始めています。本オフィスは、函館市の旧喫茶店をリユースし喫茶店時の設備や雰囲

気をできる限り活かすなど、地域に根付き、地域創生の一端を担うオフィスとして開設されました。開所を記念した発表会兼内覧

会には、函館市の谷口副市長も登壇。これからの函館市が目指すべき姿や地域活性化の取り組みについてお話いただきまし

た。 

公立はこだて未来大学との「ミライノオフィス」プロジェクト開始により、当社社員の新たな働き方を推進する「ワーケーション制度」

利用拠点としてのみでなく、本プロジェクトの拠点としても活用し、産学連携、地域活性化に取り組みます。 

 
函館市 工藤市長コメント 
当市は、2020 年より「ワーケーションモニタリングツアー」を実施し、将来的な企業誘致を目的としたワーケーション事業に取り組ん
でおり、e-Jan ネットワークス様が、自社でワーケーション制度を導入され、その実践の場として当市にサテライトオフィスを開設いた
だきましたことは、市の取り組みを大きく前進させるものと期待を寄せております。 
また、公立はこだて未来大学との産学連携も開始されましたこと、函館発の最先端事業が創出され、地域の活性化につながりま
すよう、市としてもフォローして参ります。地域の活性化に向け、産学官が一体となって、ともに取り組んで参ります。 
 
公立大学法人公立はこだて未来大学 片桐学長コメント 
「函館サテライトオフィス」の開設おめでとうございます。公立はこだて未来大学は、情報系単科大学として 2000 年に開学して以
来、函館・道南をフィールドとして、地域課題に根差し、情報で社会をデザインする研究と人材育成に取り組んできました。 
ポストコロナでは人々の働き方変革も加速します。「ミライノオフィス」が函館発の先駆けプロジェクトとなるよう力を合わせて進みま
しょう。 
 
公立大学法人公立はこだて未来大学 平田竹川研究室 学生 鈴木様コメント 
普段は研究室の中でのみ研究、開発を進めていますが、今回 e-Jan ネットワークス様と連携し共同研究を進めることで、新たな
課題も発見できるのではないかと思います。私たちの研究が、実際に企業におけるより良い働き方や新たなワークスタイルの確立

＜「函館サテライトオフィス」からの眺望＞ ＜「函館サテライトオフィス」外観＞ 

＜「ミライノオフィス」プロジェクト発表会＞ 
（左から公立はこだて未来大学学生様、竹川准教授、学生様、e-Jan ネットワークス代表・坂本、函館市谷口副市長） 



 

に繋がるよう研究、開発を進めていきます。 
 

■e-Jan ネットワークス株式会社について 

e-Jan ネットワークス株式会社は、2000 年 3 月に設立以来、『テレワークにセキュリティを』を標榜し、テレワークソリューションであ

る「CACHATTO」や「NinjaConnect Telework」をはじめとした関連製品の企画・開発・販売・運営を中心として事業を展開

しております。 

2002 年より「CACHATTO」を社内でも活用し、テレワークを推進。通勤ラッシュ回避や子供を育てながらの働き方など、場所や

時間にとらわれない勤務を実現することでプライベート時間の充実化など社員のワークライフバランス向上に努めています。実際に

社内データから育児休暇復帰率 100%、有給消化率約 80％の達成を実現しました。2020 年 2 月以降は全社でテレワー

クが基本勤務形態となり、「テレワーク手当」の支給や「ワーケーション制度」の導入、さらに自社開発のコミュニケーションツールを

活用することでテレワーク時の社員間コミュニケーションの活発化を図っています。 

 

• 代表者名：代表取締役 坂本 史郎 

• 従業員数：127 名 (2021 年 9 月 1 日現在、パートタイム従業員含む) 

• URL：https://www.e-jan.co.jp/ 

 
※ CACHATTO および NinjaConnect は、e-Jan ネットワークス株式会社の登録商標です。 

※ 本リリースに記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

 

 

 


